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　〔目的〕Insulin（以下Inと略す）抗体測定にはRadio・

Inを用いた種々の方法がある．私共はSkomらの，Radio

immuno　precipitation法を用いたIn抗体測定法の基礎

的検討を行った．特に，他の測定法との比較と共に1251－

InとIn抗体との結合状態，　In治療中にみられるIn抗

体の動態に関する検索を目的とした．

　〔方法〕①2抗体法の基礎的条件の検討，②本法と電

気泳動法，カラム法，PEG法との比較，③結合状態の

検討，　：カラム法より得た1251－ln結合蛋白を免疫沈澱

法，電気泳動法，カラム法等で検討した．

　〔成績〕①基礎的条件を総合し，臨床的に利用しう

る抗体測定系を確立した．②本法は，他法と比較すると

いずれも良好な相関を認めたが，カラム法に比し低い結

合率を示した．③1251－Inと正常人血清とは特異結合は見

られなかった．一方In治療患者ではγ一globulinに特異

結合がみられたが，カラム法で一時結合した1251－lnが，

抗人IgG血清の添加，もしくは電気的負荷により容易

に解離する現象がみられ，症例によりその解me　1251－lnは

全放射能の8％より24％の間にあった．

　　〔結語〕私共の検討したRadio　immuno　precipitation

法によるIn抗体測定法は，特に特異性，再現性が高く，

感度，定量性にすぐれていた．しかし，In抗体と1251－ln

の結合状態の検討でIn抗体と結合したi251－lnが容易に

解離する現象が認められた．この現象は，Iodinationに

よりInに何らかの構造上の変化を受けたためか，ある

いはIn抗体の多様性により結合に差のある抗体の存在

によるものなのか現在の所不明であるが，In抗体の測定

法やIn抗体の持つ臨床的解析について何らかの意義を

持つ可能性が示唆される．
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　抗体は，合成oxytocin　10mgとporcieγ一globlin　10mg

とを蒸溜水にとき，carbodiimide　sulfonate　150mgを加

え，25°C4時間incubate後1晩透析の上，3羽の家兎

に2週毎に投与することにより作成した．1251による標

識はchloramine　T法で行い，　Sephadex　G－25により純

化した．測定は，試料を0．4mlの0．1％lysozyme含有

0．05M燐酸緩衝液（pH　7．4）にとき，1251－oxytocin　O．1

ml（約5，　OOOcpmと，500倍希釈抗体0．1mlを加え，4°C

72時間incubate後dextran・coated　charcoalでBとFと

を分離することによった．本法の感度は4pg，本抗体は

arginine－8－vasopressin，及びIysine－8－vasopressinに

対しoxytocinの0．002％の交叉性を示した．　angiotensin

I及びLACTH皿に対しては有意の交叉性を示さなか

った．抽出法の検討は血漿5mlに一定量の1251－oxytocin

を添加し，以下の3つの方法で行った．（1）Florisil吸着

後1％酢酸含有アセトン抽出，（2）酸性白土吸着後アセト

ン抽出，（3）アセトンー石油工一テル抽出である．いずれ

も抽出後減圧減量，凍結乾固した．Florisil及び酸性白

土の吸着率はそれぞれ，96．・6±1．5％，85．7±15．8％で

あり，その後抽出によりそれぞれ79．1±1．9％，66．6±

4．5％を回収した．（3）の方法では，78．7±5．8％回収し

た．いずれの方法に対しても減圧減量及び凍結乾固の際

に回収率の低下は見られなかった．正常者ならびに授乳

中産婦の血漿oxytocin含量を測定した結果を発表する

予定である．本法は従来の生物学的方法に比較して，簡

単でかつ感度も高いので，臨床的に充分応用出来るもの

と考えられる．
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